電気機器からの

出火にご注意を！
　梅雨に入り湿気が多くなり、電気機器から出火して火災に至る事例があります。
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トラッキング現象とは
　コンセントとプラグの間にほこりが溜まり、湿気により火花が発生し、絶縁状態が悪くなり、プラグ両極間に通電することで出火します。
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半断線火災とは
　
コンセントからプラグを引き抜いたり、コードが重いものの下敷きになることで、半断線状態となり電気抵抗の増加により、発熱したり火花が飛ぶことで火災に至ります。

過電流火災とは
　たこ足配線によるものが多く報告されています。テーブルタップ等は定格電流が定められており、それ以上の電流が流れることで発熱し火災に至ります。
電気火災を防ぐには・・・！

・コンセントにさされたプラグは定期的に掃除をしましょう。

・コンセントにさされたプラグに緩みがないか確認しましょう。

・コンセントをはずす時は、プラグ本体をもって抜きましょう。
・コードが家具等の下敷きにならないようにしましょう。

・コードを束ねて使うのはやめましょう。
・テーブルタップ等は定格電流以内で使用しましょう。
・配線工事等は、電気店等に依頼しましょう。
電気機器の火災にも気をつけて！
	対象機器
	こんな時は、すみやかに電気店等へ
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	・スイッチを入れても、ファンが回らない。

・回転すると、異常な音や振動がする。

・モーター部分が異常に熱い。
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	・脱水中に蓋を開けても、止まらない。

・運転中に、異常な音や振動がする。

・焦げくさい臭いがする。
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	・電源コードや差込みプラグが異常に熱い。

・室内機から水漏れがする。

・ブレーカーが頻繁に落ちる。
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	・電源を入れても、映像や音が出ない。

・上下または左右の画像が欠けて映る。

・ジージー・パチパチなどの異常な音がする。


長年使用した家電製品は熱、湿気、ホコリなどの影響により、内部部品が劣化し、火災となることがあります。
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